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【要  旨】  

我々は細胞シートを使用した軟骨再生研究を行っている。今後シートを製品

展開するにあたり品質評価も課題となる。現行の評価はいずれも侵襲的評価

であり、全例を検査することは出来なかった。そこでウサギ・ヒト両軟骨シ

ートを使用し非侵襲的である島津製作所の細胞プロファイリングシステム

(LC‐ MS/MS)によって特性評価が可能かを考察した。ウサギ・ヒト両結果の

LC‐ MS/MS の評価では、 Glucose と Glutamine からシートの生存、 Serine に

よる軟骨細胞の主要 ECM であるプロテオグリカンの生成、 Cytidine、 Uracil

による細胞数動態の推定、 Pyridoxal による MIA の推定が行える可能性が示

唆された。この結果から LC‐ MS/MS が今後非侵襲的な全例の品質評価として

利用が可能であることが伺われた。  


